




































































種　　類 植付町歩 数　　量 金　額（円） 摘　　　要
玄　　米 350 6，200 173，600
麦　　類 250 4，OOO 48，OOO
特用農産物 99 2g，700 謹，大根，牛賛，疎豆等
園芸作物 20 15，OOO 葡萄，梨，桃等
工芸産物 50 15，OOO 除虫菊，’薄荷等
藺 30 72，000 51，000 藺は本村振興の本源たる産物たり

































































発生年月日 大正　10，12．9 ”　　12．4．8 ”　12．4．14”　　13．2．25 ”　　13．一1，2
終りの年月日 ”　　11．3．7 ”　　　　5．23 ”　14．4．8
争議の場所
船穂村大字船穂字中新田 　〃　村大字船穂大字水江 ”　村大字柳井 ”　村大字船穂
原
　”　村大字（柳井原を除く）
地　主 30 15 8 40 32参　加人員
小作人 60 300 80 270 270
























































年 組合員数 払込出資額 貯　　　金 購　売　額 販売額 利　用　額
人 円 円 円 円 円
1911 111 133 一 ’ 一
1913 350 1，127 5，548 22，872 7，415
1915 560 2，787 20，323 35，782 8，520
1917 672 4，914 70，663 62，217 33，250
1919 794 6，980 174，397 196，147 82，054
1921 872 8，613 285，423 161，494 197，172 1；319
1923 910 9，645 393，111 196，581 250，139 11，195
1925 937 i2，317 374，012 204，015 306，651 21，667
1927 951 15，188 427，980 165，566 345，875 31，604
1929 964 17，615 420，875 179，995 321，613 13，516
1931 968 19，268 350，345 91，173 137，507 12，必5





































































































































年 医業収益 医業費用 収　　支 利用人員
1922 3805．760 3533．170 272．590 延1；668人
1923 9071．333 9，080，495 △9，162 延3，186人
1924 7429，195 7，i69．035 260．i60 延2，823人
1925 6，554．850 6，513．145 41．705 延2，100人
1926 7979．095 7，262．197 716，898． 延7，829人
1927 7637．750 7，392．800 244．950 延7，870人
1928 8，890．590 7，386．900 1，503．690 延7，698人
1929 7，018．170 7，652．850 △634．680 延5，356人
1930 10，068．320 9，623．340 44．980 延8，415人
1931 10，319．530 9，989．790 329．ブ40 延8，905人
1932 7771．420 7，557．740 213．680
延7，681人実1，112人
1933 8382．310 8352，970 29．340
延7，780人実1，301人
1934 7978．370 7，276．080 702．290
延5，965人実1，326人














































































































































晶目 作付反別 奴穫高（石） 価額（円）
糧　　　米 2，427 6，649 166，225
濡　　米 186 468 15，210
大　　麦 402 1，172 11，720
小　　麦 54 99 1，g17
大　　　豆 198 316 7，268
小　　豆 35 29 812
アワ・ソバ 74 95 2，268




晶　　目 場数 製造高 価額 職工数
毛　　糸 3 11，010〆995，047円504人
織　　物 1 400反4，150 4
染　　物 工 一 275 1
傘 85 175，OOO本78，750 360
木竹製品 26 ’ 20，400 26






















































































































































































年度 組合員数 払込済 貯．金 貸付金 販売額 購売品出資額． 売却額 利用料 剰余金
人 円 円 円 円 円 円 円1917 242 2，115 ｝ ■ 133，493 ， 632
18 254 10，039 ｝ ■ 190，405 ， 1，473
19 265 14，842 一 1 307，141 一 2，39320 261 20，460 5，738 10，775 150，225 一 2，820
21 272 26，坐O 17，489 11，101 206，306 ’ 3，760
22 273 32，810 33，092 9，289 239，121 ．2，209 2，665 4，669
23 275 39，O04 48，954 16，157 233，91724，273 2，547 3，795
24 283 42，648 65，834 18，455 290．19329，209 ．2，666 5，030
25 293 44，042 103，18411，461 371，91642，908 2，642 5，277
26 305 ’45，279111，26322，820 298，93948，018 4，672 4，816
27 324 46，614 108，31229，02了 248，89446，540 3，811 4，539
28 331 48，430 106，77432，093 272，02746，654 3，574 4，420
29 334 50，631 132，89530，972 296，81546，481 3，904 4，319
30 338 57，869 105，O偲 36，697 165，64129，656 3，622 2，880
31 338 59，228 95，832 50，713 125，98324，936 3，222 一32 339 60，220 91，875 50，977 153，68932，962 2，369 2，046
33 341 61，170 83，175 45，665 156，36335，830 2，385 410
34 356 62，031 71，856 仏，947 120，51434，186 3，073 508
35 355 62，496 68，597 42，819 148，51043，758 2，579 2，075
36 355 62，595 64，641 42，968 1工8，68642，780 2，464 1，784
37 352 62，9玉1 82，082 49，968 113，02138，226 2，416 1，344
38 351 63，094 99，157 43，356 166，15544，194 2，395 △36，142
39 353 43，134 133，26635，676 328，62171，831 3，725 2，．994
（資料）喬木信販購利組合高田館『沿革誌』
　　　△印は損失
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なかっれそのため「人問生存の第一条件とし
て最も尊き生命保護なるが散に貧富，高下，都
郵の別なく享受せられなくばならざる」（144〕医
療が，医療費を支払う能力ある者に制限されて
いた。たとえ支払い能力ある者でも，救急の場
合には医師の授療をうけることなく死亡するこ
ともあったであろう。飯田｛145〕などから医師の
往診を容易にうけられない経済状態にあった
一般組合員，「中産者以下に至っては実に悲惨
な」｛146〕状況におかれていた。
　こうした状況のなかで行政の側では，明治12
年公選制の郡医制度を設け，伝染病の予防・防
疫にあたらせた（いつまで継続していたかは不
明）。また明治4ユ年には県が衛生組合規定を定
め，清潔法，伝染病予防救治，種痘普及規約違
反者の取り締まりなど，行政の下詰け，相互監
視的組織網を形成した。さらに，これを契機
に衛生警察行政が厳格に執行されるようになっ
た｛14η。しかしながら，医療機関が存在しない
ための不安と不便は如何ともしがたかった。
ユ918年から19年のスペイン風邪の大流行にさい
しては，部落が共同して医師を呼び…駕籠牢乗
せリレー式に患家を廻ったこともあったとい
う｛148〕。
　こうした経験からも，「各人の自尊心と自力
の結合に訴えた組織化せる保健運動」として，
また「組合員の医療費の負担を軽減し合理的な
る医療の社会化実現」を図るべく医療事業が創
始されることとなった（149〕。
　当時の設立手続きとして郡長を通して県知事
卦任当時の初代佐藤医師一家
（出所）『伊那』1985年3月号。
に認可申請をするわけだが，衛生行務を担当し
た警察の調査・認可をうける必要があった。県
庁に保存されているr認可申請書」は，まさし
くこの手続きを踏んでいる。この「申請書」は，
医療事業を開始した当時喬木信販購組合が組合
名に「利用」を加えずに経過しえた理由を明ら
かにする鍵を与えてくれる“50〕。医療事業は『沿
革誌』炉もあるようにr利用部事業」として位
置づけられ，「富田館診療所」として組合員・
家族の医療にあたった。しかし，「申請書」は
「富田工場衛生設備トシテ」，これまであった病
室に加えて医務室を新築することの認可申請を
している。この「申請書」は，125名収容でき
る職工寄宿舎模様替えの認可申請もあわせてし
ている。つまり，「診療所」は職工のための工
場付属医務室でもあったのであり，そのため
「申請」は定款および組合名変更を必要とする
ような事業変更ではなく，設備変更でなされた
のではないだろうか。
　いづれにせよ，「申請書」の内容からしても
医療事業が「工女の健康問題」に対処する「企
業内福祉」の意味をあわせもっていたことは明
らかであろう｛151〕。
　医療事業の概要　富田館診療所は医師1名な
がら診療科目として全科を標構し，普通病室，
特別病室あわせて三室を設備していた。
　山問の僻地に医師を継続して招致することに
は困難が伴い，医師の転地にともなって診療を
休止せざるを得ない事態においこまれた。幸
い，富田館の場合は半年ならずして次ぎの医師
を迎えることができたが，初代の佐藤医師（25
年まで）は群馬から，二代木下医師（26年4月
～33年4月）は地元龍江村から，三代大山医師
（33年ユ0月～）は群馬から招いている。その後，
四代城田医師，五代熊谷医師（非常勤）と続い
た（ユ52）。医師の対する給与は1925年で年間2，000
円，年末手当800円であった。・この額は，医師
給与額がわかる1939年度「第七回全国医療利用
組合及同連合会調査」の給与（諸手当を含む）
2，190円とおおきな変化はない。1939年度でみ
ると他四種兼営組合の医師給与と比較して，若
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千低めであった㈱〕。
　利用料は，他医療組合と同様，診察料は無料
であった。薬価は特殊薬を除くほか散水薬各一
日10銭を標準とし，あとは郡医師会規定料金か
ら，設立当初は2割引きとされた。その後，34
年には利用料を引き下げ，医師会規定料金の3
割引きとしている｛154〕。組合員は利用料を繭代
の仮渡金や貯金から組合を通して支払ったとい
う㈱。しかしながら，利用料未収金（遅延利
第19表　医療事業利用料収入推移
年度 利用料 傭　　　　考
1922　　　円26幽．52
232546．82
242666．45
252363．1O
佐藤医師群馬県へ帰郷。（a）前年比収入減。208．80万円の剰余。
264334．184月より木下医師着任。剰余の配分。
273479．17
283297．OO
293616．74
303298．83
313073．41
322297．69
332322．52
4月木下医師東京へ転地。10月大山医師着任。この間休業。
342845．35
利用料の引き下げ157．68円の損失（b
352223．46
361910．79
371760．52
381421．1O
391754．15
40 ？
412733．（c
（資料）喬木信販購利組合富田館「沿革誌」
　　　la〕産業組合中央会r利用組合に関する調査』
　　　lb〕富田館『第18年度事業報告書」
　　　lC睦業組合中央会「第9回全国産業組合医
　　　　療利用事業調査」
一蔓、はつかなかった）は相当額・にのぼった。『第
18年度報告書』（昭和9年度）の数字では，診
療所利用料未収金は284件3，984円にのぽり，こ
の年度の利用料収入2，845円をはるかに上回っ
ている。因みに，この年度の医療部収入は157
円余りの損失を計上した。
　医療事業収支の全容は分からない。収入につ
いては『沿革誌』から知ることができる（第19
表）。上記の1934年度の収支は赤であるが，常
時欠損をだしていたわけではなく・．1926年度に
は地元出身の木下医師が組合員と面識ある関係
にあり，また医師の精励努力とによって顕著な
成績をあげ，剰余金を一種の「利用配当」とし
て利用料1円に対して4銭づつ特別配当してい
る㈹。
　医療事業の目的は剰余金の獲得にあるのでは
なく，「組織化された保健運動」として，組合
員の「保健衛生の思想向上」によってその健康
度を高めることにあった。この「数字的に窮知
出来ざる利益」u57）の実現こそ最大の眼目であ
ったといってよいであろ㌔また，」設立当初，
医療事業が将来向かうべき方向として「往診料
のみを徴し，無料投薬の法」｛158〕を期していた
ことも付け加えておこう。こうした医療事業の
在り方は，一般開業医，医師会と協調すること
を難しくした。そのため，昭和恐慌期に長野県
内各地に医療組合運動が起こるや，医師は激し
い反産運動をおこすこととなった（159〕。
　さらに，富田館の医療事業の在り方を規定し
た要因として報徳社運動もあったように思われ
る。喬木村では小川と富田の両地区に報徳社が
組織されていた｛160〕。前出の「喬木村勢一覧」
には小川報徳社のみが記録されているが，ここ．
では無料健康診断所を設け社会事業を行なって
いた。
　富田館診療所は，産業組合が1942年に農業会
に統合された後も存続し，敗戦後まで継続し
たu6D。このことは初期医療組合のなカ）でも稀
な例であ’り，富田館診療所が先駆として全国各
地からの問い合わせや視察をうけ，医療利用組
合運動を導いたこと，そして協同組合による医
初期医療利用組合の諸相(中)
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療として地域医療に果たした役割は特筆に値す
るであろう。
（付記）’喬木組合富田館についての調査および資料収
　　集にあたっては，元村長木下俊一氏ならびに喬木
　　歴吏民俗資料館の黒川良一氏に大変御世言舌になっ
　　れ記して感謝の意を表したい。
　　　　　　　　　　　　注
（82）『船穂町誌』，1958年，22ぺ一ジ。
（83）堤廣一「経営有限責任船穂信用購買販売利
　　用組合」『産業組合』ヱ931年11月，70ぺ一ジ。
（84）r船穂町誌」，535ぺ一ジ。
（85）　同上，368ぺ一ジ。高梁川の改修については『高
　　梁川東西用水組合沿革誌』1929年に詳しい。
（86）堤，前掲論文。まナこ，神立春樹「戦前期岡山県
　　における産業的地域編成」’r岡山大学経済学会雑
　　誌」，第13巻1号，も参照。
（87）小平権一『農村副業を産業組合化せよ」産業組
　　合宣伝叢書第三輯，産業組合中央会，1928年。
（88）船穂町園芸協会『⑲園芸二十年の歩み』，1972
　　年，参照。
（89）栗原百寿稿「岡山県農民運動の史的分析」『日本
　　農民運動史』東洋経済新報社，1961屯
（90）岡山県内務部r小作争議ノ沿革及現況』1924年。
　　『岡山県吏第二八巻政治・杜全』に所収。679ぺ一
　　ジ。
（91）増島　宏「岡山県下の米騒動一農民運動とρ
　　関連を中心に一」r杜会労働研究』第7号，ユ957
　　年，68－9ぺ一ジ。
（92）井上　清，渡部徹編『米騒動の研究J第三巻，
　　有斐閣，1965年，153ぺ一ジ。
（93）『岡山県史第十一巻近代皿』ユ987年・398ぺ一九
（94）岡山県内務部，前掲書，r岡山県史』第二八巻，
　　771ぺ＿ジ。
（95）栗原百寿，前掲論文，511ぺ一ジ。
（96）全国農民組合岡山県連合会編r全農岡山闘争
　　史』土井書店，1936年，75ぺ一λ
（97）「船穂の小作争議調停成立」『産業組合』1928年
　　3月，125ぺ一ジ。
（98）『船穂町誌』231ぺ一ジ。
（99）r有限責任船穂信用購買販売利用組合事蹟』1925
　　年，訂正5版（以下，事蹟と略），2ぺ一ジ。
（m　1921年竣工した組合事務所の正面は，「船穂信
　　用組合」とされている。
（m1）『大正十三年度事業報告書』1Oぺ一ジ。
（1ll）『大正十五，昭和一年度事業報告書」8－9ぺ一
　　ジ。
．（m茗）『昭和二年度事業報告書』7ぺ一ジ。
（1の　同上，　7ぺ一ジ。
（m5）『事蹟』3ぺ一ジ。
（l06）　同上，3ぺ一ジ。
（mf）守屋茂r近代岡山県社会事業吏』では，医療
　　組合については時局匡救医療事業にかかわるもの
　　に関しては記述があるが，船穂組合については何
　　らの言及もされていない。
（ml）r大正十一年度事業報告書』6ぺ一ジ。
（Hl）『岡山県史」第十一巻，566－8ぺ一ジ。『岡山県
　　郡治誌」下巻，1938年，玉778ぺ’一ジ。
（lm）「岡山県船穂組合の医院利用事業」『産業組合』
　　1923年4月，24－5ぺ一ジ。この規定のうち「社
　　会民衆」という部分はその後改正され，前掲の
　　r事蹟」では「組合」とされている。この改正は
　　一つは杜会民衆という言い方が産業組合の規定に
　　そぐわないということ，二つは員外利用を可能に
　　するかにうけとられるためだと思われる。それに
　　しても医薬公営規定ということにも同様のことが
　　いえると思うのだが，この点は改定されていな
　　い。
（m）r大正十一年度事業報告書』6ぺ一ジ。
（l1一）同上，8ぺ一ジ。尚，「産業組合主義」という
　　語は，1931年のr事業報告書』から現れ孔これ・
　　は産業組合拡充運動との関わりであろう。
（lll）医院とした家屋は当時村内一の家賃であった米
　　屋呉服店を借りうけたものであったとい㌔元船
　　穂町農協参事柴田亨一氏からの聴き取りによる。
（l14）船穂町農協所蔵の『事蹟」への手書きの書き入
　　れによる。そのため「医薬公営規定」のうち，先
　　の医師への支払方法を定めた第7条は線で消され
　　ている。
（l1l）堤，前掲論文，78ぺ一ジ。
（llO）「岡山県船穂組合の医院利用事業」，25ぺ一．汎
（m）r大正十一年度事業報告書』8ぺ一ジ。
（l1畠）r昭和五年度事業報告書』10ぺ一ジ。
（川）産業組合中央会r利用組合に関する調査」1927
　　年，252ぺ一ジ。『大正十五，昭和一年度事業報告
　　書』8ぺ一ジ。
（1皇也）『喬木村誌j1979年。
（121）下伊那農地改革協議会篇r下伊那に於ける農地
　　改革』1950年，4ア6ぺ一ジ。
（122）島，宮本，渡辺胸村合併と農村の変貌』1958
　　年，有斐閣，4べ一ジ。
（121）『喬木村誌』254ぺ丁ジ。
（121）1934年度の富田館組合員の職業別構成は，農業
　　326人，商業13，計339人（法人は除く）であった。
　　r第18年度事業報舎書』（昭和9年度）7ぺ一ジ。
（121）農地改革前の状況については，『下伊那に於け
　　る農地改革」第34章喬木村に於ける農地改革，を
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　　参照。また，下伊那における地主規模も小規模で，
　　1920年代でみて，35町歩をこえるものはいない。
（閉）『喬木村誌」360ぺ一ジ。
（12一）下伊那生糸販売利用農業協同組合r協同の礎
　　伊那谷の天龍社　繭と絹の歴史』1984年・’230ぺ
　　一λ下伊那農業の特徴については『下伊那に於
　　ける農地改革』を参照。
（1蝸）産業組合中央会r産業組合調査資料7　産業組
　　合の経営する製糸事業」1925年，61ぺ一ジ。この
　　報告書は上田蚕糸専門学校の早川直瀬によって執
　　筆されている。企業形態論の視点から，製糸業に
　　おける各種企業，とりわけ組合製糸の性格を論じ
　　ている。
（121）　日本銀行調査局『産業組合製糸』（松本支局調
　　査），1929年，19ぺ一ジ。
（1珊）天龍社『繭と絹の歴史』173－4，198ぺ一ジ。
（lll）　同上，222ぺ一ジ。
（132）長容川範七翁顕彰会r下伊那蚕糸業発達史付
　　・長谷川範七伝』1952年，甲陽書房，参照。
（1ll）天龍社r繭と絹の歴史」，この資料によって，
　　蕎木における製糸工場の推移について．各種の調
　　査をもとにたどることができ乱
（lll）『下伊那蚕糸業発達史』，ユ48－51ぺ一ジ。
（lll）喬木信用販売購買利用組合富田館『沿革誌』
　　1941年，序，1ぺ一ジニ
（l1丘）同上，7ぺ一ジ。
（1lf）『長野県政史」第二巻，1972年，134－5ぺ一ジ。
（1珊）　この間題に関する経過は『喬木村誌』に詳しい。
　　また・運動の側については，佐々木敏二r長野県
　　下伊那社会主義運動史』1978年，信州白樺社，328
　　－9ぺ一ジ。
（1ヨヨ）『喬木村誌』123ぺ一ジ。
（1ω）近藤康男「協同組合原論」r近藤康男著作集』
　　第5巻所収，1974年，農村漁村文化協会，173－5
　　ぺ一ジ。
（川）r下伊那社会主義運動史』333ぺ一ジ。喬木村は，
　　ユ928年の第一同普選において，労農党候補藤森成
　　吉に124票を投じた。これは，当時「大鹿ソビエ
　　ト」の異名さえあった大鹿村（1OO票）をうわま
　　わるものであり，下伊那では最高数であった。大
　　鹿村産業組合は1935年に医療事業を開始している
　　（第六回全園医療利用組合及連合会調査，16ぺ一
　　ジ）。喬木村では1929年の村会議員選挙において，
　　労農同盟の小池信が当選してい乱
（1の　富田館『沿革誌』1926年の項では，消費物質購
　　買を促している。r沿革誌』は各年度の事業報告
　　書記載事項をまとめているようなので，おそらく
　　上記のこ、とも，当該年度報告書にでているものと
　　思われる。
（lll）
（川）
（1蝸）
（1ω
（1の
（lll）
（lll）
（lll）
（ll1）
（l12）
（lll）
（l14）
（lll）
（lll）
（ll1）
（lll）
（l19）
（m）
　天龍社r繭と絹の歴史』235ぺ一沈
　富田館r沿革誌」48ぺ一ジ。
　飯田町（当時）の医師の家に生まれた，古島敏
雄のr田舎町の生活誌　子供たちの大正時代』
1982年，平凡社は，同時代の状況を伝えている。
　産業組合中央会『利用組合に関する調査」244
ぺ一ジ。
　『喬木村誌」ユ81，ユ98ぺ一ジ。
　木下俊一「富田診療所の開設」『伊那」1985年
3月，伊那吏学会，24－5ぺ一ジ。また，r産業組
合製繍」1934年12月号の「組合製練を築く人々
（木下照一君）」も参照。
　富田館r沿革誌』48ぺ一ジ。
　この申請は「衛生・防災」に分類されている。
r公文編冊　産業組合設備変更　大正ユ2年』。’この
時どのような定款変更があったのか，なかったの
かについては確認できていない。
　「工女の健康問題」は極めて重大な問題であっ
て，当時も関係方面で盛んな議論がなされた。営
業製糸においても医療機関を付設するところがみ
られれ『長野県政史」第二巻，275ぺ一λ
　木下，前掲論文，24ぺ一ジ。
　産業組合中央会r第七回全国医療利用組合及連
’合会調査」22－3ぺ一ジ。
　産業組合中央会r利用組合に関する調査」では，
「2割引き」となっており，『沿革誌』の34年の項
でr利用料引き下げ」が書カ・れており，r沿革誌」
の医療事業に関する記述では「3割引き」となっ
ている。
　木下，前掲論文，23－4ぺ一ジ。
　富田館r沿革誌」49ぺ一ジ。
　同上，25ぺ一ジ。
　『利用組合に関する調査』245ぺ一ジ。
　長野県厚生農業協同組合連合会『長野県農協医
療運動史』1968年，67－8ぺ一ジ。また，長野県
医師会r長野県医師会史」1966年，284－9ぺ一ジ。
　報徳社が富田にも存在したことは，r喬木村誌』
にも記念碑の項で言己述があるが，喬木村歴史民俗
資料館の黒川良一氏からの私信で確認した。な
お；八木繁樹r報徳運動百年のあゆみ」（増補改
訂版）1987年，緑蔭書房，の大日本報徳社所属一
覧には，小川報徳社の名はみえるが，喬木報徳杜
はみあたらない。下伊那地方が報徳社運動の盛ん
な地域であったことはこの一覧表から明らかであ
る。また，現天龍杜の庭にその像がある初代会長
北原阿智之助と二代会長木下照一の功績顕彰にあ
たっての趣意書に「経済と道徳の併進」の語があ
ることからも窺い知ることができる（趣意書は
『繭と絹め歴史」328ぺ一ジ）。木下照一は富田館の
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　　中心人物であったことも銘記すぺきである。
（1fl）木下，前掲論文，24ぺ一ジ。『長野県農協医療
　　運動史」などは，農業会統合とともに医療事業は
　　閉鎖されたとしてい乱
（付記）本稿は，昭和62年度科学研究費補助金奨励研
　　究（A）をうけた「戦前昭和期医療利用組合の発展
　　過程に関する研究」の一部である。
　　　　　　　　　　　　　（1989年1月12目受理）
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